
 

 

表彰候補者推薦基準 

条例区分 業績区分 候補者区分 基準年数 

条例第２

条（対象）

第１号関

係 

市政功労（市政

の振興に尽力

し、その業績が

顕著なもの） 

(1) 教育委員会の委員、選挙管理委員会の委員、識見

を有する者のうちから選任された監査委員、農業委員

会の委員又は固定資産評価審査委員会の委員 

15 

(2) 地方自治法（昭和22年法律第67号）第138条の４第

３項の規定により設置された附属機関（以下「附属機

関」という。）の委員 

15 

(3) 国分寺市明るい選挙推進協議会会員 15 

(4) 市民相談員（行政苦情） 15 

(5) 税務行政の推進又は納税思想の普及に尽力し、そ

の業績が顕著なもの 

― 

(6) 上記の基準年数に達しないが、２以上の職に従事

し、当該従事年数の和が15年以上の者 

― 

(7) 上記のもののほか、市政の振興に尽力し、その業

績が顕著なもの 

― 

地域自治振興

功労（地域自治

の振興に尽力

し、その業績が

顕著なもの） 

(1) 自治会又は町会の連合組織の長 ８ 

(2) 自治会又は町会の長 10 

(3) 地域センター利用者協議会会長 10 

(4) 地域センター利用者協議会委員 15 

(5) 自治会又は町会の連合組織の役員（長を除く。） 16 

(6) 自治会又は町会の役員（長を除く。） 20 

(7) 上記の基準年数に達しないが、２以上の職に従事

し、当該従事年数を基準年数で除して得た数（小数点

第３位以下は、四捨五入するものとする。）の和が１

以上の者 

― 

(8) 上記の者のほか、地域自治の振興に尽力し、その

業績が顕著なもの 

― 

消防功労（消防(1) 消防団長 10 



 

業務に精励し、

その業績が顕

著なもの） 

(2) 消防団副団長又は分団長 12 

(3) 副分団長 13 

(4) 分団の部長又は団員 15 

(5) 上記の基準年数に達しないが、２以上の職に従事

し、当該従事年数を基準年数で除して得た数（小数点

第３位以下は、四捨五入するものとする。）の和が１

以上の者 

― 

(6) 上記の者のほか、消防業務に精励し、その業績が

顕著なもの 

― 

統計功労（統計

業務に精励し、

その業績が顕

著な者） 

統計業務に15年以上従事し、かつ、30回以上統計業務に

従事した者 

― 

社会福祉功労

（社会福祉事

業の振興に尽

力し、その業績

が顕著なもの） 

(1) 社会福祉関係団体の長（社会福祉事業経営者を含

む。） 

10 

(2) 老人クラブの長 10 

(3) 老人クラブの役員（長を除く。） 15 

(4) 社会福祉事業協力員（民生委員等）、保護司又は

人権擁護委員 

15 

(5) 社会福祉関係団体の役員（長を除く。） 15 

(6) 社会福祉に係る附属機関の委員 15 

(7) 設立後基準年数を経過している社会福祉関係団体 25 

(8) 上記の基準年数に達しないが、２以上の職に従事

し、当該従事年数を基準年数で除して得た数（小数点

第３位以下は、四捨五入するものとする。）の和が１

以上の者 

― 

(9) 上記のもののほか、社会福祉事業の振興に尽力し、

その業績が顕著なもの 

― 

保健衛生功労

（保健衛生の

(1) 保健衛生団体の長 10 

(2) 市の保健衛生事業に貢献した医師、歯科医師、薬 15 



 

普及促進に尽

力し、その業績

が顕著なもの） 

剤師、保健師、助産師、看護師又は准看護師 

(3) 保健衛生団体の役員（長を除く。） 15 

(4) 保健衛生に係る附属機関の委員 15 

(5) 設立後基準年数を経過している保健衛生団体 25 

(6) 上記の基準年数に達しないが、２以上の職に従事

し、当該従事年数を基準年数で除して得た数（小数点

第３位以下は、四捨五入するものとする。）の和が１

以上の者 

― 

(7) 上記のもののほか、保健衛生の普及促進に尽力し、

その業績が顕著なもの 

― 

環境保全功労

（自然又は都

市の生活環境

の保全に努め、

その業績が顕

著なもの） 

(1) 環境保全関係団体の長 10 

(2) 環境保全関係団体の役員（長を除く。） 15 

(3) 環境保全に係る附属機関の委員 15 

(4) 設立後基準年数を経過している環境保全関係団体 25 

(5) 上記の基準年数に達しないが、２以上の職に従事

し、当該従事年数を基準年数で除して得た数（小数点

第３位以下は、四捨五入するものとする。）の和が１

以上の者 

― 

(6) 上記のもののほか、自然又は都市の生活環境の保

全に努め、その業績が顕著なもの 

― 

防犯・交通安全

功労（市民生活

の安全に尽力

し、その業績が

顕著なもの） 

(1) 防犯協会又は交通安全協会の会長 10 

(2) 防犯協会又は交通安全協会の役員（長を除く。） 15 

(3) 防犯・交通安全に係る附属機関の委員 15 

(4) 設立後基準年数を経過している防犯、交通安全関

係団体 

25 

(5) 上記の基準年数に達しないが、２以上の職に従事

し、当該従事年数を基準年数で除して得た数（小数点

第３位以下は、四捨五入するものとする。）の和が１

以上の者 

― 

(6) 上記のもののほか、市民生活の安全に尽力し、そ― 



 

の業績が顕著なもの 

防災功労（災害

防止の活動に

尽力し、その業

績が顕著なも

の） 

(1) 市民防災推進委員会、防火防災協会、危険物安全

協会、防火管理研究会、消防懇話会、防火女性の会又

は消防少年団の長 

10 

(2) 防災会議委員 15 

(3) 防災に係る附属機関の委員 15 

(4) 市民防災推進委員会、防火防災協会、危険物安全

協会、防火管理研究会、消防懇話会、防火女性の会又

は消防少年団の役員（長を除く。） 

15 

(5) 地区防災（推進委員）会の役員 20 

(6) 設立後基準年数を経過している防災関係団体 25 

(7) 上記の基準年数に達しないが、２以上の職に従事

し、当該従事年数を基準年数で除して得た数（小数点

第３位以下は、四捨五入するものとする。）の和が１

以上の者 

― 

(8) 上記のもののほか、災害防止の活動に尽力し、そ

の業績が顕著なもの 

― 

条例第２

条第２号

関係 

学校教育功労

（学校教育の

振興に尽力し、

その業績が顕

著なもの） 

(1) 市内の私立学校（幼稚園を含む。）又は私立各種

学校の校（園）長又は理事長 

10 

(2) 市内の私立学校（幼稚園を含む。）又は私立各種

学校の教頭又は役員（長及び理事長を除く。） 

15 

(3) 学校教育に係る附属機関の委員 15 

(4) 設立後基準年数を経過している学校教育団体 25 

(5) 上記の基準年数に達しないが、２以上の職に従事

し、当該従事年数を基準年数で除して得た数（小数点

第３位以下は、四捨五入するものとする。）の和が１

以上の者 

― 

(6) 上記のもののほか、学校教育の振興に尽力し、そ

の業績が顕著なもの 

― 

社会教育功労 (1) 社会教育団体又は体育団体の長 10 



 

（社会教育の

振興に尽力し、

その業績が顕

著なもの） 

(2) 社会教育団体又は体育団体の役員又は指導員（長

を除く。） 

15 

(3) スポーツ推進委員 15 

(4) 社会教育委員 15 

(5) 社会教育に係る附属機関の委員 15 

(6) 設立後基準年数を経過している社会教育団体又は

体育団体 

25 

(7) 上記の基準年数に達しないが、２以上の職に従事

し、当該従事年数を基準年数で除して得た数（小数点

第３位以下は、四捨五入するものとする。）の和が１

以上の者 

― 

(8) 上記のもののほか、社会教育の振興に尽力し、そ

の業績が顕著なもの 

― 

文化功労（文化

の振興又は文

化財の保存に

尽力し、その業

績が顕著なも

の） 

(1) 芸術・文化関係団体又は文化財保護関係団体の長 10 

(2) 遺跡調査会の会長 10 

(3) 芸術・文化関係団体又は文化財保護関係団体の役

員（長を除く。） 

15 

(4) 遺跡調査会の役員（長を除く。） 15 

(5) 文化の振興又は文化財の保存に係る附属機関の委

員 

15 

(6) 設立後基準年数を経過している芸術・文化関係団

体又は文化財保護関係団体 

25 

(7) 上記の基準年数に達しないが、２以上の職に従事

し、当該従事年数を基準年数で除して得た数（小数点

第３位以下は、四捨五入するものとする。）の和が１

以上の者 

― 

(8) 上記のもののほか、文化の振興又は文化財の保存

に尽力し、その業績が顕著なもの 

― 

条例第２

条第３号

徳行 多年にわたり徳行に努め、他の模範となる者（行為の時

間、困難性、性質及び品行を考慮するものとする。） 

― 



 

関係 人命救助 自己の危険をかえりみず人命を救助した者（救助の危険

性、被救助者の状態及び周囲の状況を考慮するものとす

る。） 

― 

条例第２

条第４号

関係 

技能功労 満50歳以上の者であって、同一職種に係る30年以上の実

務経験及び当該職種に係る資格を有し、社会人としても

他の模範と認められるもののうち、次の各号のいずれか

に該当するもの 

(1) 技能が極めて優れている者 

(2) 技能を通じて後進の指導育成に努め、技術水準の

向上に著しい功績を収めた者、技能を通じて作業の改

善に努め、生産性の向上に著しく寄与した者又は技能

を通じて文化財等の保存に貢献した者 

  

条例第２

条第５号

関係 

農林功労（農林

事業の振興に

尽力し、その業

績が顕著なも

の） 

(1) 農林関係団体の長 10 

(2) 農林関係団体の役員（長を除く。） 15 

(3) 農林に係る附属機関の委員 15 

(4) 設立後基準年数を経過している農林関係団体 25 

(5) 上記の基準年数に達しないが、２以上の職に従事

し、当該従事年数を基準年数で除して得た数（小数点

第３位以下は、四捨五入するものとする。）の和が１

以上の者 

― 

(6) 上記のもののほか、農林事業の振興に尽力し、そ

の業績が顕著なもの 

― 

商工功労（商工

業又は市内観

光業の発展に

尽力し、その業

績が顕著なも

の） 

(1) 商工・観光関係団体の長 10 

(2) 商工・観光関係団体の役員（長を除く。） 15 

(3) 商工に係る附属機関の委員 15 

(4) 設立後基準年数を経過している商工・観光関係団

体 

25 

(5) 上記の基準年数に達しないが、２以上の職に従事

し、当該従事年数を基準年数で除して得た数（小数点

第３位以下は、四捨五入するものとする。）の和が１

以上の者 

― 



 

(6) 上記のもののほか、商工業又は市内観光業の発展

に尽力し、その業績が顕著なもの 

― 

建設功労（建設

事業の振興に

尽力し、その業

績が顕著なも

の） 

(1) 建設事業関係団体の長 10 

(2) 建設事業関係団体の役員（長を除く。） 15 

(3) 建設に係る附属機関の委員 15 

(4) 設立後基準年数を経過している建設事業関係団体 25 

(5) 上記の基準年数に達しないが、２以上の職に従事

し、当該従事年数を基準年数で除して得た数（小数点

第３位以下は、四捨五入するものとする。）の和が１

以上の者 

― 

(6) 上記のもののほか、建設事業の振興に尽力し、そ

の業績が顕著なもの 

― 

科学、技術功労

（科学、技術の

発達に努め、そ

の業績が顕著

なもの） 

特許、実用新案、意匠として登録された優秀な発明、考

案をし、又はそれらの基礎を完成したもの 

― 

国際交流功労

（国際交流等

の発展に尽力

し、その業績が

顕著なもの） 

(1) 国分寺市国際協会会長 10 

(2) 国分寺市国際協会役員（長を除く。） 15 

(3) 設立後基準年数を経過している国際交流団体 25 

(4) 上記の基準年数に達しないが、２以上の職に従事

し、当該従事年数を基準年数で除して得た数（小数点

第３位以下は、四捨五入するものとする。）の和が１

以上の者 

― 

(5) 上記のもののほか、国際交流等の発展に尽力し、

その業績が顕著なもの 

― 

特別功労 各分野における全国規模の大会、コンクール等において

優秀な成績を収め、市民に夢と希望を与え表彰するにふ

さわしいと認められるもの 

― 

その他 業績区分に規定のないもので、特に表彰者に該当すると― 



 

認められるもの 

備考 

１ 条例区分条例第２条第１号関係、条例第２条第２号関係及び条例第２条第５号関係

のうち、２以上の候補者区分の職に従事した者にあっては、それぞれの従事年数（月

単位で計算し、当該従事年数が中断した場合であっても、その前後の年数は通算する

ものとし、基準日において６箇月以上の端数を生じたときは、１年とする。）を基準

年数で除した数の和（小数点第３位以下は、四捨五入するものとする。）が１以上に

なったものについても表彰候補者とする。この場合において、当該従事した期間が重

複するときは、当該従事年数の算定に際し、重複して期間を算定しないものとする。 

２ 表彰の対象となる者は、表彰年の属する年の基準日現在、生存している者とする。

ただし、市長が特に必要と認めるときは、表彰年の属する年の前年の基準日の翌日か

ら表彰年の属する年の基準日までに死亡した者についても、条例第２条に規定する表

彰の対象者とすることができる。 

３ 前項の表彰の期日は、当該表彰対象者が死亡した日とし、市長は、遺族に対し表彰

状及び記念品を贈呈するものとする。


